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総説（書籍） 
●平成20年度（2008.４～2009.３）● 

●１）くる病　　大薗恵一 
大関武彦，近藤直美　編，小児科学　第３版，医学書院，p. 537-540，2008． 

●２）副甲状腺機能低下症　　大薗恵一 
高久史磨，尾形悦郎，黒川　清　編，臨床内科学　第９版，p. 797-801，2008． 

●３）カルシウム代謝，ビタミンD代謝など生化学的側面からみた骨代謝の理解　　大薗恵一 
田中弘之　編，小児の骨の発達とその異常性，診断と治療社，p. 28-33，2008． 

●４）代謝性骨疾患　低ホスファターゼ症　　大薗恵一  
田中弘之　編，小児の骨の発達とその異常性，診断と治療社，p. 178-181，2008． 

●５）大学院および医学博士について　　大薗恵一 
金子一成，田原卓浩，渡辺　博　編，研修ノートシリーズ　小児科研修ノート，診断と治療社，p. 48-49，
2009． 

●６）低Ca血症・副甲状腺機能低下症　　難波範行  
大関武彦，近藤直実　編，小児科学　第３版，医学書院，p. 1511-1514，2008． 

●７）シスチノーシス，シアル酸蓄積症　　酒井規夫  
大関武彦，近藤直実　編，小児科学　第３版，医学書院，p. 507-508，2008． 

●８）大阪大学現代的教育ニーズ取り組み支援プログラム　平成20年度　報告書Ⅲ　　永井利三郎　他 
大阪大学医学部保健学科，2009． 

●９）髄膜炎を疑う場合，項部硬直はどれくらいあてになるか？　　山岸義晃 
真部　淳, 上村克徳　編，小児科研修の素朴な疑問に答えます，メディカル・サイエンス・インターナショ
ナル，p. 42-43，2008． 

●10）細菌性髄膜炎患者に抗痙攣薬や浸透圧利尿薬などの予防投与は必要か？　　山岸義晃 
真部　淳, 上村克徳　編，小児科研修の素朴な疑問に答えます，メディカル・サイエンス・インターナショ
ナル，p. 209-211，2008．
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